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Enhancements 拡張機能

 iGen V900R1

「節点表示 – Display Node」アイコンがツールバーに追加されました。
厚さデータに「名称」が追加
梁要素の端部剛域設定にて各方向の設定機能を追加
面分布バネ支持にバイリニアタイプのバネ剛性の設定が追加
地下構造物の耐震設計における各種機能を拡張 – 地下地震荷重
地下構造物の耐震設計における各種機能を拡張 – 土圧荷重自動計算
マルチカーブによるモーメント-回転角ヒンジの定義
ファイバー要素材料モデルの改善
板要素の中央値に基づく断面力/応力コンター図
増分解析での弾性連結要素結果の図化出力をサポート
[静的増分解析] ステップ別の反力結果テーブル追加
[非線形時刻歴応答解析] 選択した要素についてのヒンジ結果及び最大/最小結果を出力
[非線形時刻歴応答解析] ファイバー梁、ファイバー壁の塑性状態結果をテーブル形式で表示
[非線形時刻歴応答解析] 円形鋼管/パイプ断面の強度比算定方式オプション
時刻歴応答解析結果におけるエネルギー比率と追加減衰比のテキスト出力
RC柱の断面検定結果-計算書の改善
[非線形時刻歴応答解析] ソルバー性能向上（解析時間の短縮）
・その他の改善とバグ修正
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iGen V900 R1 Release Note

表示 オン表示 オフ

• 節点表示のオン/オフがツールバーから操作できます。
(1) 「節点表示 – Display Node」アイコンがツールバーに追加されました。
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iGen V900 R1 Release Note

Midas iGen 2019  V881 Midas IGen 2020  V900

モデル＞材料＆断面＞断面＞ 厚さ

• 同一断面厚さに対して異なる名称を設定し分類することができます。
(2) 厚さデータに「名称」が追加
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従来バージョン

• タイプ：要素（方向別）を追加して、各方向の梁要素の端部剛域条件を定義できるようになりました。
(3) 梁要素の端部剛域設定にて各方向の設定機能を追加

モデル>境界条件>端部結合>梁要素の端部剛域設定
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iGen V900 R1 Release Note

面分布バネ支持

バネ強度
(kN)

水平変位(m)

水平方向の地盤剛性(kN)

バネ剛性 (kN/m)

バネ強度 [kN] 
= 断面幅 [m]×要素長さ [m]×土圧強度(PHU) [kN/m2]

モデル＞境界条件＞バネ/リンク＞面分布バネ支持

• 地盤の限界強度をモデル化するための、バイリニアタイプのバネ剛性の設定が面分布バネ支持に追加されます。
• 限界強度はユーザーにより設定されます。
• 節点タイプとして「節点バネ支持」と「弾性連結要素」の両方に「完全バイリニア」タイプの設定が可能です。

(4) 面分布バネ支持にバイリニアタイプのバネ剛性の設定が追加
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モデル > 建物＆層 > 建物制御データ

 水平荷重適用範囲

- 「地表面のレベル」で設定した高さから風荷重を算定（旧バージョンと同じ）します。
- 「支持地盤のレベルを使用」 オプションにチェックした場合、「支持地盤のレベル」で設定した高さから地震荷重を算定します。

オプションがオフの場合は「地表面のレベル」から地震荷重を算定します。

地表面レベル

支持地盤レベル

風荷重 地震荷重
応答荷重
固有値

• 地下構造の地震荷重算定オプションを追加しました。
• 支持地盤レベルの基準慣性力地震荷重の算定及び固有値解析を実行します。

(5) 地下構造物の耐震設計における各種機能を拡張 – 地下地震荷重
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荷重 > 静的荷重 > 仕上げ/圧力 > 土圧荷重 > 静的土圧荷重

静的土圧 荷重ケース および
荷重方向の設定

土質特性の設定

荷重載荷領域の設定

高さ別土圧確認及び追加土圧タイ
プ入力

静的土圧荷重タイプ及び
積載荷重、地下水位の設定

• 静的土圧(静止土圧、主動土圧)の自動計算を支援します。
• 土圧計算根拠の出力及び追加土圧入力を支援します。

(6) 地下構造物の耐震設計における各種機能を拡張 – 土圧荷重自動計算
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iGen V900 R1 Release Note

FEMA Multi-Curve

増分解析> ヒンジプロパティ > 静的増分ヒンジプロパティの定義

選択した軸力により複数の
入力が可能

選択した断面力により自動計算されます

• FEMAタイプの軸力に基づくヒンジ曲線と降伏強度の定義
(7) マルチカーブによるモーメント-回転角ヒンジの定義
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コンクリート 鋼

• 「材料の部分安全率」がファイバー要素材料モデルに導入されました。
増分解析のためにファイバー要素モデルに部分安全率を適用し、非散逸要素の設計のためのMC曲線を生成します

(8) ファイバー要素材料モデルの改善
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「要素中心値」オプション
オフの場合

「要素中心値」オプション
オンの場合

降伏応力以下

降伏応力=340MPa

降伏応力を超える

結果 > 結果 > 応力 > 平面応力/板要素の応力度

• ガウス積分点の線形補完により求められた節点における応力は、材料非線形解析の降伏応力を超えた応力と結果として出力することがあります。
• 板要素応力コンター図では、本バージョンより要素節点応力に代わり要素中央での値を出力表示することができます。

中央値は降伏応力を超えることはありません。

(9) 板要素の中央値に基づく断面力/応力コンター図
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増分解析>増分解析結果>増分解析スマートグラフ>弾性連結要素

結果の種類

1. [力-変形]：力/変形
2. [力]：力/時間
3. [変形]：変形/時間

場所/コンポーネント

弾性連結要素を選択します

1.場所：要素の出力位置
2.コンポーネント
：要素軸の応力-変形/モーメント-回転角。

グラフ/アニメーション

表示オプション

モデルに割り当てられたすべての弾性リンク要
素がリストに表示されます。
同じタイプの場合、複数の選択が可能です。

アニメーション機能は、特定の断面
の結果をチェックします。
表の結果と併せて確認できます

各項目を確認後、[グラフ]ボタンをクリックして
グラフに適用してください。

1. [力-変形]：力/変形
2. [力]：力/時間
3. [変形]：変形/時間

場所/コンポーネント

E1_Hyst_Fx-Dx_I-end_PO1

☑ E1_Hyst_Fx-Dx_I-end_PO1

1 1 10

1 1 10

1

1

• 増分解析で弾性連結要素（マルチリニアタイプ）の図化出力をサポートします。
(10) 増分解析での弾性連結要素結果の図化出力をサポート
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結果 > テーブル > 反力

 反力テーブル

 反力結果 フィルタリングダイアログ

- 増分解析のステップごとの 反力結果はグラフィックビューでのみの確認でし
たが、テーブル形式でも確認できるように機能を追加しました。

 反力結果 図化

同一

• 静的増分解析においてステップ別の反力結果をテーブル形式で確認できます。
(11) 静的増分解析 ステップ別の反力結果テーブル追加
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モデル> 材料/断面 > 非線形特性 > 非線形要素の結果出力指定（要素/汎用リンク要素）
荷重 > 解析データ >時刻歴応答＞ 時刻歴応答解析の全体制御

 結果を出力する要素を選択

 時刻歴応答解析の全体制御設定

 非線形ヒンジ状態結果

-選択した要素の結果出力確認

- 非線形時刻歴応答解析の実行時、選択した要素の結果のみ出力するように設定
することで、解析時間を短縮し必要な結果を確認する事ができます。

 結果を出力する汎用リンク要素を選択

- 選択した要素のみ
- 出力するように設定

-モデルビューで要素を選択後、
「追加」

-汎用リンク要素の選択で
チェック後、「追加」

• 非線形時刻歴応答解析を実行した場合、選択した要素、汎用リンク要素のヒンジ結果のみ出力することができます。
• 非線形時刻歴応答解析のステップ別結果は出力せず、最大/最小のみ出力することができます。

(12) [非線形時刻歴応答解析] 選択した要素についてのヒンジ結果及び最大/最小結果を出力
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モデル> 材料/断面 > 非線形特性 > 非線形要素の結果出力指定（要素/汎用リンク要素）
荷重 > 解析データ >時刻歴応答＞ 時刻歴応答解析の全体制御

- 最大/最小結果のみ出力するように設定

- 最大/最小結果確認

- 非線形時刻歴応答解析時、最大/最小結果のみ
出力するように設定することによって、解析時間を短縮し
て必要な結果を確認する事ができます。

 時刻歴応答解析の全体制御設定

• 非線形時刻歴応答解析を実行した場合、選択した要素、汎用リンク要素のヒンジ結果のみ出力することができます。
• 非線形時刻歴応答解析のステップ別結果は出力せず、最大/最小のみ出力することができます。

(12) [非線形時刻歴応答解析] 選択した要素についてのヒンジ結果及び最大/最小結果を出力（続き）

 非線形特性状態
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結果 > テーブル > 非線形特性 > ファイバー梁塑性状態 /ファイバー壁塑性状態

 ファイバー壁塑性状態結果テーブル

 ファイバー梁塑性状態結果テーブル

• ファイバー梁、ファイバー壁の非線形時刻歴応答解析のヒンジ結果をテーブル形式で出力します。
• RC、鉄骨材料、ファイバー断面の最大/最小ひずみの結果を出力します。

(13) [非線形時刻歴応答解析] ファイバー梁、ファイバー壁の塑性状態結果をテーブル形式で表示
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設計 > 設計パラメータ > 鉄骨設計 >設計規準
設計 > 設計パラメータ > 鉄骨設計 >パイプ円形断面の組み合わせ応力度の検討方法

 鉄骨設計規準

 円形断面の組み合わせ応力度の
検討方法

円形断面の場合、強軸と弱軸方向が区分されていないため、不利な応力が発生した方向に
対して検討できるようにSRSS組み合わせ式で算定していました。
V900からはユーザーが判断して、規準に記載されているように線形組み合わせにより算定で
きるように ‘SRSS’および‘Linear Sum’ の選択設定オプションを追加しました。

SRSS 設定時の結果

Linear Sum 設定時の結果

一般設定

部材別設定

• 円形断面(2軸対称) の鉄骨断面検討時、組み合わせ応力を受ける部材について強度比算定のオプションを追加しました。
(KSSC, AISC, AIJ, TWN 規準)

• 算定方法としてSRSS 組み合わせまたは線形組み合わせの選択が可能です。

(14) [非線形時刻歴応答解析] 円形鋼管/パイプ断面の強度比算定方式オプション



midas iGen

18 /22

iGen V900 R1 Release Note

[新規] すべてのステップのエネルギー比率結果

• エネルギー結果グラフの改善：すべてのステップのエネルギー比率テキストを出力します。
(15) 時刻歴応答解析結果におけるエネルギー比率と追加減衰比のテキスト出力
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[新規] すべてのステップの追加減衰比結果

• エネルギー散逸システムの追加減衰比のテキスト出力が追加されました。
(15) 時刻歴応答解析結果におけるエネルギー比率と追加減衰比のテキスト出力（続き）

[新規] 最終ステップの追加減衰比結果
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Midas iGen V881

Midas iGen V900

• RC柱の断面検定結果の計算書の書式が改善されました。せん断力の検討において、y、z方向それぞれの結果が確認できます。
(16) RC柱の断面検定結果-計算書の改善
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3D ファイバーウォールモデル (23F) 3D 構造ヒンジモデル (12F)

• 非線形時刻歴応答解析プログラムの最適化及び非線形解析結果出力アルゴリズムの改善により解析時間を短縮することができます。
• ファイバーモデルの場合 約 1/20、 スケルトンモデルの場合 約 1/2 に解析時間を短縮することができます。

(17) [非線形時刻歴応答解析] ソルバー性能向上（解析時間の短縮）



その他の改善とバグ修正

[動作]
・報告書作成機能_抽出テーブルを貼り付けできない問題
・バッチ解析時にエラーメッセージが出力され、解析が進まない問題
・免制振デバイスを入れたモデルのmgtファイルが読み込めない
・RC部材検定_梁部材検定において「部材番号」で要約結果を出力しようとすると強制終了する
[解析]
・剛性低減率が1.0を超えてないのに、“1.0を超えている”というメッセージが出て解析できない問題
・施工段階解析の結果を引き継いだ時刻歴応答解析がエラーで解析が止まる
・静的増分解析で施工段階解析結果が正しく引き継げない
・時刻歴荷重ケースダイアログで引き継ぐ荷重ケースが表示されない問題
[結果]
・結果テーブル-層間変位_増分解析結果が出力できない
[設計]
・鉄骨部材にノーマルトリリニア型を割当てた際の動作が正しくない
・鉄骨部材にノーマルバイリニア型の際の降伏耐力が正しくない
・鉄骨部材検定＞詳細計算で同一断面のH鋼梁のCcomの値が異なる
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